液晶画面の正 un 使でがに 


取り扱い上のごを意 


•市販の液晶保護フィルムを貼ると、タッチパ 
ネルでの操作に支障が出ることがあります。 

• 液晶画面は指定温度範囲内でお使い<だ 
さい 。(一 P 82) 

• 直射曰光の当たる状態で長時間使用すると、 
高温になり、液晶画面が故障する恐れがあり 
ます。できる限り直射日光が当たらないよラ 
にして < ださい。 

• 液晶画面は、車内での視認性向上のためにむ 
さ出しになっています。故障する恐れがあり 
ますので、液晶画面を強<押さないで<ださ 
い。 

• キズやミちれの原因にな0ますので、液晶画面 
に軸れるとさは、必ず指先で軸れてください。 


漱晶画面について 


• 液晶画面の中にルさな黒い点や明るく光る 
点（輝点）が出ることがあります。これは、 
液晶画面特有の現象で故障ではありません。 

•液晶画面に直射曰光が当たると、光が反射 
し画面が見づら<なりますので、直射曰光 
をさえぞってください。 

• 周辺温度が低い状況でお使いになる場合 
は、液晶の特性上残像が目立ちやす<な 
り画質が劣化することがあります。周辺 
温度が高まれば通常画質に戻ります。 


LED バックライトについて 


•真夏の炎天下や、エアコンの温風が直接モ 
ニター部に当たってモニター部が高温状態 
になると、 LED 保護のため、自動的にバッ 
クライトの明るさを絞る場合があります。 

• LED バックライトの寿命は1万時間！;|上 
ですび、高温下でお使いになると寿命が短 
<なる場合があります。 

• LED バックライトが寿命になると、画面が 
暗くなったり、映像が映らなくなったりし 
ます。このときはお買い上げの販売店にご 
連絡ください。 


お手入れについて 


• 液晶画面に付いたホコ U や液晶画面の巧れ 
を清掃するとさは、電源を切ってか6、柔ら 
かいきれいな巧でから拭きしてください。 

•液晶画面を拭<とさは、ツ;で引っかかない 
ようにを意してください。液晶画面にキズが 
付 < と映像び見づ6< なります。 

• 蕭れたぞラさんや化学ぞラさんは使用しない 
でください。また、ベンジンやシンナーなど 
の揮発性の薬品は使用しないでください。 


取り巧い上のごを意 


取〇扱い上のごま意 I 
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:思スでの正に〔玉便ながに図メモ 


取り扱い上のごを意 


下記マークのついたディスクをご使用ください。 
CD 




团帽歴 

DIGITAL AUDIO 


团帽歴 

DIGITAL AUDIO 

I TEXT 1 


ひび、キズ、そりのあるディスクを使用しな 
いで < ださい。 



特殊形状のディスクは、使用しないでくださ 
し、故障の原因になります。 


X 


X 




ディスクを持つときは、記録面（虹色に光っ 
ている面）を軸らないよラにしてください。 
ディスクにキズを付けないでください。 
レーベル面に印刷がでさるディスクを使用す 
るときは、ディスクの説明書やを意書さを確 
認してください。ディスクによっては、挿入 
または取り出しができないをのがあります。 
そのよラなディスクを使用すると、本機の故 
障の原因にな0ます。 

ディスクには、市販のラベルなどを貼りつけ 
ないでください。ディスクに反りが生じて、 
再生でさな<なる原因になります。また、再 
生中にラベルがはがれると、ディスクが取り 
出せなくなり、本機の故障の原因になります。 



’製品設計上配慮していますび、機構上あるい 
は使用環境•ディスクの取り扱いなどにより、 
ディスク面に実使用上支障のない程度のキズ 
び付くことびあ0ます。これは、製品の故障 
ではありません。一般的な消耗としてご理解 
<ださい。 

’再生でさるディスクの種類やファイル形式 
などについては f ナビゲーシヨン&オーデイオ 
ブック/をご覧ください。 


お手入れについて 


ディスクがミちれたとさは、柔6かいされいな 
巧で、ディスクの内側から外側へ向かって軽 
く拭いてください。 



• ディスクに、ベンジンやシンナーなどの揮発性 
の薬品をかけないで<ださい。また、ディスク 
には、アナ□グ式レコード盤用のク U —ナ ー、 
静電気防止剤などを使用しないで<ださい。 

巧 



ディスクは、直射日光の当たるところや高温 
になるところに、保管しないでください。 



ディスクびそらないよラに、必ずケースに入 
れて保管してください。 


取〇扱い上のごま意 



















ディスク再生の環境について 


• 走行中に振動でディスクのデータを正確に 
読み取れないことがあります。 

•低温時、ヒーターを入れた直後にディスク再生 
を始めると、本機内部のレンズやディスクに露 
び付いて、正常な再生がでさないことびありま 
す。このよラなとさは、]時間ほど放置して自 
然に露が取れるまでお待ちください。ディスク 
に付いた露は柔らかい巧で拭いてください。 

•高温になると保護機能が働き、ディスク再生 
が停止します。 


■SD ■ガ=ド■の■正じし 


取り扱い上のごを意 


• 直射日光の当たるところや高温になるところ 
には、保管しないでください。 

•曲げたり、衝撃を与えたり、落下させたりし 
ないでください。故障の原因になります。 

• 請れた手で軸らないで<ださい。故障の原因 
になります。 

• 端子部を金属類や手で軸6ないで < ださい。 
故障の原因になります。 


^一夕の保護について 


• バックアップされていない大切なデータな 
どが保存されているときは、ライトプ□テ 
クト（書き込み防止）スイッチをスライド 
して LOCK してください。なお、地図更新 
や、エコドライブレポートなどに使用する 
SD カードは LOCK しないで使用してくだ 
さい。 



書き込み、消去可能 書き込み、消去不可 


推奨 SD カードについて 


• SD カードをご利用の際は、別売で SD カー 
ドをご用意しております。脾社では、 8G 
バイト SD スピードクラス41；!上のパナ扱 
ソニック製•東芝製 SDHC カードを推奨 
しております。 0 

'写 

意 














■ as 己ブ巧口—に閲ずるで， 

I 进音 


取り扱い上のごを意 


• USB ；>(モ U —を直射日光の当たるところに 
長時間放置すると、高温により変形•変色し 
たり、故障するおそれがあります。使用しな 
いとさは、直射日光の当た6ないところに保 
管してください。 

• US 目メモ U —は必ず固定してください。 
US 目；>(モ U —が落下して、 ブレーキ ペダル 
やアクセルペダルの下に滑り込むと大変危 
険です。 


接続上のごを意 


•接続する US 目；>(モリーによっては、ラジオ 
にノイズの影響を与えることがあります。 

• ノくーテイシヨンを作った USB メモリーは使 
用でさません。 

•使用する US 目；>(モリーによっては、本機が 
正しく認識でさない場合があります。また、 
曲を正し<再生でさない場合があります。 

• US 目八ブを使用しての接続には対応してい 
ません。 

• US 目；>(モリー!;1外 （US 目扇風機など）は 
接続しないで < ださい。 


: i 脚:に関する:ご?主意 


取り扱い上のごを意 


• iPod を直射日光の当たるところに長時間放 
置すると、高温により変形•変色したり、故 
障するおそれがあります。使用しないとさは、 
直射日光の当た6ないところに保管してくだ 
さい。 

• 本機と組み合わせて使用する場合、 iPod は 
必ず固定してください。 iPod が落下して、 
ブレーキ ペダルやアクセルペダルの下に滑 
り込むと大変危険です。 


著作権について 


• iPod は、著作権のないマテリアル、または 
法的に複製 • 再生を許諾されたマテリアルを 
個人び私的に複製-再生するために使用許 
諾されるをのです。著作権の侵害は法律上 
禁止されています。 


取〇扱い上のごま意 I 


















* 自動制御機器•その他、目 luetcxDth ® 対 
応機器や V に S (道路交通網システム） 

* アマチュア無線局など 



2.4 FH 1 

n — FT 

①風風 


①「2.4」 GHz 帯を使用する無線設備を表 
しぶす 0 

風 「 FH 」 変調方式を表します。 

③「1」想定される与干渉距離（約1曰 m ) 
を表します。 

本機から移動体識別用の特定ル電力無線 
局に対して有害な電波干渉の事例が発生 
した場合など何かお困りのことが起さた 
とさは、販売店にお問い合わせください。 


• 本機は電波法に基づ<ル電カデータ通信シ 
ステム無線局設備として、技術基準適合証 
明を受けています。したがって本機を使用す 
るときに無線局の免許は必要ありません。ま 
た本機は日本国内のみで使用できます。 

• 下記の事項を行ラと法律に罰せられること 
がお0ます。 

* 分解/改造すること。 

* 本機に貼ってある証明ラベルをはびす 
こと。 

♦本機の無線機能は、 2.4GHz の周波数帯 
の電波を利用しています。この周波数帯の 
電波はいろいろな機器(電子レンジ、無線 
LAN 機器など）が使用していますので、 
電波の干渉により、本機の無線機能の音声 
がとぎれたり聞さとりに<<なることがあ 
ります。また、他の機器の動作や性能に影 
響を及ぼすことがあります。本機は電波干 
渉の影響を受けに< い方式ですが、下記の 
内容にを意してください。 

* 無線 LAN を利用した AV 機器-防犯 
機器などを使用している環境で、本機 
の無線機能を使ラと、声がとざれたり、 
無線 LAN 機器の動作に大さな影響を 
与えることがあります。 

♦その他、下記の機器でも、 2.4GHz の周 
波数帯の電波を使用しているをのがありま 
す。これらの機器の周 a では、音声がとざ 
れたり、使えなくなることがあります。また、 
相手の機器の動作に影響を与えることがあ 
ります。 

* 火災報知機•ワイヤレス AV 機器（テレ 
ビ、ビデオ、パソコンなど） 

* 工場や倉庫などの物流管理システム • 
鉄道車両や緊急車両の識別 システム 
* マイク□波治療器-ゲーム機のワイヤレ 
スコント□- ラー 

* 自動ドア•万引さ防止システム（書店や 
CD ショップなど） 


付録 


雷液に関なぶ鶴 


取り扱い上のごま意 
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糊置かな？と馬 i つたら 

修理を依頼する前に、 L ソ下の内容をチェックしてください。チェックしてち直 6 
ないとさは、販売店に修理を依頼して<ださい（本書では、製品共通の内容を記 
載しています。ナビゲーシヨンや才ーディオ固有の項目については、 f ナビゲーシヨ 
ン&才ーデイオブック J 一「故障かな？と思った5」 をご覧ください）。 


谨源がな城で動巧 : nma 


1原因 

処置 1 

ノイズなどが原因で内蔵のマイコンが 
誤動作している。 

販売店にご相談ください。 


逊励こ個ち录志: ggiSEi 


1原因 

処置 1 

ナビスタンノ くイ状態になっている。 

画面にタッチしてナビスタンバイを解除してください。 


鹏像趙出邸 


1原因 

処置 1 

ノ くーキングブレーキをかけていない。 

ノ くーキングブレーキをかけて<ださい。 


す兰テ:^:の百が出な巧 


1原因 

処置 1 

音量が日になっている。 

音量を上げてください。 (一 P 17) 

ミュートになっている。 

ミュートを解除してください。 

接続が間違っている。 

販売店にご相談ください。 


故-- 

5 ピのカイ—ド宜是ぞ調壁でぎな巧 


原因 

処置 1 

ナビ本体のボタンを操作している。 

ナビの案内音量、受話音量、着信音量の調整と操作音の 
日 N / OFF は、ナビ; ニューで 調整します。 一 f ナビゲーシヨ 
ン&オーディオブック j 一「ナビゲーシヨンの音量を設定する J 


流豈画面が日音に 


原因 

処置 1 

「明るさ」の調整が適切でない。 1 

ir 明るさ」を調整してください。 (一 P 19) 

































巧証と アフターサービス 

が言止についで 

保証期間は、お買し)上げ曰またはお取り付け曰か S 3年です。 

ただし、その期間内でも走行距離び日0 000 km までといたします。 

お買い上げの販売会社か S 発行される「曰産純正オプション部品保証書」に必要事項び 
記入されているかおおかめのラえ、お客様の「車検証入れ」などに入れて大切に保管し 
て < ださい。 

アブタ=サニビスにごいて — 

調テび悪いとさは、この説明書をちう一度ご覧になってお調べください。 

それでち調テび悪いとさは、お買い上げの販売会社にご相談ください。 














♦付属品 

GPS アンテナ .. 

取付キット . 

コード類 . 

八ンズフ U —用マイク . 

かんたん操作マニュアル . 

スタートブック ... 

ナビゲーシヨン&オーディオプック 


♦ SD カード部 

最大メモ U- 容量 .32GB 

ファイルシステム .FAT16/FAT32 

デコーディングフォーマット 

MP3.MPEG-1 ，2,2.已 AUDIO LAYER-3 

WMA (ASF).Windows Media Audio 

ve「.7, を 9 に ch audio) 

AAC...iTunes ver. 7.6 (AAC-LC) 

WAV.LPCM 

AVI.MPE 白- 4 Video (SP) / 

MPEG-1,2,2.5 Audio Layer3, LPCM 

MP4..... . MPE 白- 4 Video (SP) ， 

H.264/AVC (BP) /AAC-LC 
WMV(ASF)........VC-1 (SP) /Windows Media 

Audio ver.7,8,9 

♦ USB 宜区 

対応メディア .USB2.0 High Speed 

最夫電流 .500 mA 

最大メモ U —容量 ...16GB 

ファイルシステム .FAT] 6/FAT32 

デコーディングフォーマット 
MP3........... MPEG-1 ，2,2.已 AUDIO LAYER-3 

WMA (ASF) .Windows Media Audio 

ver.7, を 9 (2ch audio) 

AAC.iTunes ver. 7.6 (AAC-LC) 

WAV..............LPCM 

♦ Bluetooth 部 

巳 luetooth パージョン. ....... 巳 luetoothS.l +EDR 

♦がお寸法 

本体(取付)寸法 ..... 178mm(W) X 100mm(H) 

X ] 目已 mm(D) 

本体ノーズ寸法….… ]97mm(W) X97mm(H) 

X22mm(D) 

GPS アンテナ ......... 33 mm (W) X 14.7 mm (H) 

X36mm(D) 

♦質量 

本体 .2.4 1<呂 


仕様 


♦共通部 

使用電圧 . 13.2VDC 

(1 日. 8V 〜]日.目V使用可能) 

アース方式 . マイナスアース方式 

最大消費電流 .ISA 

使用温度範囲 . 一2日で〜+目日む 

♦ナビゲーシヨン本体 （ GPS 部） 

受信方式 . マルチチャンネ j レ受信方式 

♦モニター部 

画面サイズ ... 7.日型ワイド VGA 

画素数 . 1 ] 日2日日日画素 

[水平800 X 垂直 480X3 (RGB)] 
方式 .TFT アクティブマトリクス方式 

♦オーディオ部 

最大出力 . 日日 Wx4 

負荷インピーダンス . 4 0 

(40 〜80使用可能) 

が部映像入出カレベル ...lVp-p/7 已〇 

イコライヴー(日バンドグラフィツクイ〕ライヴー） 

周波数 .] 日日 Hz 、3] 已 Hz、1.2 已 kHz、 

3.1 已 kHz、8kHz 
調整幅 . ± 1 2dB (2cl 巳/ step) 

♦ CD プレーヤーメカ部 

対応ディスク ........CD-ROM. CD-DA、CD-R/RW 

デコーディングフオーマツ h 

MP3.MPE 白-1，2 AUDIO LAYER-3 

WMA.Windows Media Audio ver.7,8,9 

♦ FM チューナー部 

受信周波数帯域 .76.0 MHz 〜 90.0MHz 

音声 . ステレオ 

♦ AM チューナー部 

受信周波数帯域...日22 kHz 〜] 629kHz (9kHz) 
音声. . モノラル 

♦ワンセグチューナー部 

放送方式 . 地上デジタル放送方式（曰本） 

受信チャンネル . 47日 MHz 〜77日 MHz 

(UHF]3ch 〜 62ch) 

アンテナ入力 ...50GX 1 


式式 

































































wcs 情甜有料巧をサービス契約約款 

第 1 章総則 第 3 章契約 


(約款の適巧） 

第1条財団法人道路交通情報通信システムセンター 
(切下「当センター」といいまず。）は、放送 
ま（昭和2已年法律第132号）第已2条の 
4の規定に基づを、この V に S 情報有料放送 
サービス契約約款（拟下「この約款」といい 
ます。）を定め、これにより V に S 情報有料 
放送サービスを提供します。 

(約款の変更） 

第2条当センターは、この約款を変更することびあ 
ります。この場合には、サービスの提供条件 
は、変更後の V に S 情報有料放送ヴービス契 
約約款によります。 

(巧語の定義） 

第3条この約款においては、次の用語はそれぞれな 
の意味で使用しまず。 

(1) V に S サービス 

当センターび自動車を利用中の加入者のた 
ゆに、 FM 多重放送局から送信する、道路交 
通情報の有料放送サービス 

(2) V に S サービス 契約 

当センターから V に S サービスの提供を受 
けるための契約 

(3) 加入者 

当センターと V に S サービス契約を締結し 
た者 

(4) V に S デスクランプラー 

FM 多重放送局か5のスクランブル化(攪乱） 
された電波を解読し、放送番組の視聴を巧 
能とするための機器 

第 2 章 サービスの 種類等 

(V に S サービスの 種類） 

第4条 V に S サービスには、なの種類びありまず。 

(1) 文字表示型サービス 

文字により道路交通情報を表おするお態の 
サービス 

(2) 簡易図形表示型サービス 

簡易図おにより道路交通情報を表示ずるお 
態の サービス 

(3) 地図重畳型 サービス 

車載機のをつデジタル道路地図上に情報を 
重畳表示する形態のサービス 
( V に S サービスの提供時間） 

第已条当センターは、原則として一過間に概ね] 20 
時間な上の V に S サービスを提供します。 


(契約の単位） 

第6条当センターは、 V に S デスクランブラー]台 
毎に]の V に S サービス契約を締結します。 
(サービスの提供区域） 

第7条 V に S サービスの提供区域は、当センターの 
電波の受信可能な地域（全都道府県の区域で 
概ね NHK-FM 放ちを受信することびでさる 
範囲巧）とします。ただし、そのサービス提 
供区域であってち、電波の状況により V に S 
サービスを利巧することびでさない場合びあ 
ります。 

(契約の成立等） 

第8条 V に S サービスは、 V に S 対応 FM 受信機 
(V に S デスクランブラーび組み込まれた FM 
受信機）を購入したことにより、契約の申込 
みなび承諾びなされたちのとみなし、 L ぶ窒加 
入者は、継続的にサービスの提供を受けるこ 
とびでをるちのとします。 

(V に S サービスの 種類の変更） 

第吕条加入者は、 V に S サービスの種類に対応した 
V に S 対応 FM 受信機を購入することにより、 

第4条に示す V に S サービスの種類の変更を 
巧ラことびでをます。 V 

(契約上の地位の譲渡又は承継） I 

第]〇条加入者は、第兰者に巧し加入者としての権利 C 
の譲渡又は地位の承継を行ラことびでをます 。 S 
(加入者び行ラ契約の解除） tl 

第1 ] 条当センターは、次の場合には加入者び V に S 

サービス契約を解除したをのとみなします 。 g 

(1) 加入をび V に S デスクランプラーの使巧を将来^ 
にねたって停止したとを 

(2) 加入をの所有する V に S デスクランブラーの使 tl " 

巧が不可能となったとを I 

(当センターび行ラ契約の辭除） ビ 

第]2条]当センターは、加入者び第16菜の規定に乂 
反する行為を行った場合には、 V に S ヴービ g 
ス契約を辭除することびありまず。また、第!3 
] 7条の規定に従って、本放送の伝送方式の^ 
変更等び行われた場合には、 V に S サービス^ 
契約は、辭除されたちのと見なされます。 H 
2第]]条又は第]2条の規定により 、I 
V に S サービス契約び解除された場合で ■ 
あっても、当センターは、 V に S サービス I 
の視聴料金の払い戻しをいたしません。 1 






第 4 章料金 

(料金のま払い義務） 

第13菜加入者は、当センターび提供する V に S ヴー 
ビスの料金として、契約単位ごとに加入時に 
別表に定める定額料金の支払いを要します。 
なお、料金は、加入者び受信機を購入する隙 
に負担していただいております。 

第5章保守 

(当センターの保守管理責任） 

第14菜当センターは、当センターび提供する V に S 
サービスの視聴品質を良好に保持するため、 
適切な保守管理に賓めます。ただし、加入者 
の設備に起因する視聴品質の劣化に関しては 
この限りではありません。 

(利用の中止） 

第15菜]当センターは、放送設備の保守上又は工事 
上やむを得ないとさは、 V に S サービスの 
利巧を中止することびあります。 

2当センターは、前項の規定により V に S 
サービスの利用を中止するとをは、あらか 
じめそのことを加入者にお知らせします。 
ただし、緊急やむを得ない場合は、この限 
0ではあ0ません。 


2 V に S サービスは、 FM 放送の電波に多 
重して提供されていますので、本放送の 
伝送方式の変更等び行われた場合には、 
加入者び当初に購入された受信機による 
V に S サービスの利用びでさな<なりま 
す。当センターは、やむを得ない事情び 
あると認める場合には、3年拟上の期間 
を持って 、V に S サービスの「お知らせ」 
画面等により、加入者に周知のラえ、本 
放送の伝送方式の変更を行ラことびあり 
ます。 

別表視聴料金 

視聴料金： 31已円（うち消費税1已円） 

ただし、車載機購入価格に含まれております。 


第6章雑則 


W (利用に係る加入者の義務） 

I 第16条加入者は、当センターび提供する V に S ヴー 
C ビスの放送を再送信又は再配分することはで 
S をません。 


情 晚責） 

報 第17条] 
有 
料 
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送 
ヴ 
I 

ビ 

ス 

契 

約 

約 

款 



当センターは、天災、事蜜、気象などの 
視聴障害による放を休止、その他当セン 
ターの責めに帰すことのでをない事由によ 
り V に S サービスの視聴び不可能ないし 
困難となった場合には一切の責任を負いま 
せん。また、利用者は、道路形状び変更し 
た場合等、合理的な事情びある場合には、 
V に S サービスび一部表示されない場合び 
あることを了承するちのとします。ただし、 
当センターは当該変更においてち変更禮3 
年間、当該変更に対応していない旧デジタ 
ル道路地図上でも、 V に S サービスび可能 
な限度で適切に表示されるよラに、合理的 
な賓力を傾まするちのとします。 












商標-着作権など 


本機は、電気通信事業法および電波法に基づ 
<設計認証を取得しています。 

® 圧] Dll -0044001 
回007 WWDULO 巨13 

Microsoft ®. Windows®SWindows Vista ®、 
Internet Explorer ® [ま、米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国におけ 
る登録商標です。 

本製品は、米国 Microsoft Corporation び所有す 
る技術を使用しています。また、米国 Micros 日 ft 
Licensin 呂 Inc . の許巧を得ずに使巧または頒 
巧でさません。 

い tel 通、 Pentium ® [ま、米圃 ntel Corporati 日 n の 
米国およびその他の国における登録商標です。 
MP 3 とは 「MPEG Audio Layer 3 J の略称で、 
音声圧縮技術に関する標準フォーマットです。 
本機を提供する場を、非営利目的の個人向け 
ライセンスのみび提供されます。下記放送*で、 
本機を使ラライセンスを提供したり、いかなる 
形式にせよ、使う権利を意味するをのではあ 
りません。下記放送*で本機を使用する場合 
は、それぞれ固有のライセンスび必要となりま 
す。詳細は、インターネット上のホームページ 
http :// www . mp 3 licensing.com をご覧くだ 
さい。 * 営業目的、すなわち利益の発生する U 
アルタイム放送（地上波放送、衛星放送、ケー 
ブルテレビを始めとずる六ディア）、インター 
ネット吉使った放送やデータ転送、イントラ 
ネットを始めとするネットワーク、あるいはぺ 
イオーディオやオンデマンド方式のオーディオ 
といった電子的放送番組の配布システムなど。 
iTunes は、米国および他の国々で登録された 
Apple Inc . の商標です。 
iPod は、米国およびその他の国々で登緑され 
た Apple Inc . の商標です。 


Made for 

圖 iPod D iPhone 


[Made for iPod 」 および 「Made for iPhone 」 
とは、それぞれ iPod あるいは iPhone 専用に 
接続するよラ設計され、アップルび定める性能 
基準を満たしているとデべ□ッパによって認定 
された電子アクセサリであることを示します。 
アップルは、本製品の機能および安全および 
規格への適合について一切の責任を負いませ 
ん。このアクセサリを iPod あるいは iPhone 
と使用することによ0、無線の性能に影響を 
及ぼす可能性びありますのでごま意ください。 

。は、財団法人道路交通情報 
^^ VICS 通信システムセンターの商標 
— です。 


- SDHC □コは SD -3 C , LLC の商標です。 



Bluetooth ワードマークと□コ'は 、 Bluetooth 
S に所有であり、ライセンス取得者パイオニ 
ア株式舎社のマーク使巧は許巧を得ています。 
その他のトレードマークおよびトレードネーム 
は各所有をのちのです。 

0 Bluetootif 

rATOKJ は株式会社ジャストシステムの登録 
商標でず。 

m 

AT0 K 


-この製品に含まれるブラウヴの改変及び複製、 

この製品か5分離させる行為は、行ってはい 
けません。 

• Entier （エンティア）は、株式尝社日立製作所 
の曰本国及びその他の国における商標です。 

1. 最終需要家は、特定の]台の装置にのみ添 
付ソフト複製物を複製でさるをのとします。 

を最終需要家は、添付ソフト複製物の全部又 
は一部を第兰をに対し、有價であると無慣で 
あるとを問わず、讓渡、使用許諾その他の 
方法で使用させてはな5ないちのとします。 

3. 最終需要家は、添付ソフト複製物の全部又 
は一部を逆アセンブル若しくは逆コンパイル 
又は改変することはでをないものとします。 

4. 最終需要家は、第]項に定める場合を除を、^ 

添付ソフト複製物の全部若しくは一部を複1 
製し、又は他のプ□グラムと結合してはなら fe 
ないちのとします。 _ 

日.最終需要家び添付ソフト複製物の全部若し f 
くは一部を単独で又は他の製品と組み合わ II 
せ、直接又は間接に次の各号のいずれかに p 
該当する取扱いをする場合、最終需要家は、を 
「外国為督巧び外国貿易法」の規制巧び米国^ 
輸出管理規則などが国の輸出関連法規を確 ■ 
認の上、必要な手続をとるものとします。 ■ 
(1) 輸出するとき。 I 

た）海外へ持ち出ずとさ。 ■ 

(3) 非居住をへ提供し、又は使用させるとを。 ■ 

(4) 前3号に定めるほか、「外国為誓及び外 ■ 

国貿易法」又は外国の輸出関連法規に定 I 
めびあるとさ。 ■ 







ま]:上記の「最終需要家許諾条項に記載すベ 
を事項」の内容については、第日条第3 
項及び第4項の場合には本別紙中「添付 
ソフト複製物」とあるのを「本件装置用 
組込用ランタイム」に、第目条第2項 
の場合には本別紙中「添付ソフト複製物」 
とあるのを「結合添付ソフトウェア」に 
それぞれ読み誓えるものとします。 

ま2 :第6条第1項第3号又は同条第2項第 
2号の規定に基づさ添付ソフト改良版に 
係る最終需要家許諾条項を本別紙に従い 
甲び作成する場合、本別紙中「添付ソフ 
卜複製物」とあるのを「添付ソフト改良版」 
と読み替えるちのとします。 


•ここでは、本製品に使われているソフトウェア 
の利用許諾（ライセンス）について記載してい 
ます。正確な内容を保持するため、原艾（英語） 
を記載しています。 

• bsdiff 

Copyright 2003 -2005 Colin Percival 
All rights reserved 

Redistribution and use in source and binary 
forms, with or without modification, are permitted 
providing that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the 
above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce 
the above copyright notice, this list of condi¬ 
tions and the following disclaimer in the doc¬ 
umentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE 
AUTHOR "AS IS" AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT 
NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRAN- 
商 TIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS 
標 FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DIS- 
- CLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR 
著 BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, 
巧 INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
権 CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, 
な BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
と SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS 
OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND 
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER 
IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 
ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF 
THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


• libjpeg 

This software is based in part on the work of the 
Independent JPEG Group 


• FreeType 

Portions of the software in this product are copy¬ 
right 199 目 - 2009 The FreeType Project (www. 
freetype.org). All rights reserved. Licensed under 
the FreeType Project LICENSE, 2006 -Jan-27. 
(http://www.freetype.org/FTL.TXT) 

-本製品に収録されたデータおよびプ□グラム 
の著作権は、弊社および弊社に対し著作権に 
基づく権利を許諾した第 S 者に帰属してお0ま 
す。お客様は、いかなる形式においてちこれ5 
のデータおよびプ□グラムの全部または一部 
を複製、改変、觸析などすることはできません。 
•弊社は、本製品に収録された地図データなど 
び完全•正確であること、および本製品びお 
客様の特定目的へ合致することを保証するわ 
のではあ0ません。 

.本機は日本国内専巧です。 GPS の測位範囲び 
異なる外国ではご使用いただけません。 

•本製品の仕様および外観は、改善のため予 
告なく変更する場合びあ0ます。また、取 
扱説明書の内容と実物び異なることびあ0 
ます。その場合における本製品の改造、ま 
たはお取0換えのご要望には応じかねます。 
•その他、製品名などの固有名詞は各社の商標 
又は登録商標です。 
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曰産自動車へのご相談は下記にお願いいたします。 

お客さま柏談室 
01吕 0-31 已-吕3吕 

受付時間： 9:00〜17:00 

お問い合わせ-ご相談内容につさましては、お客さま対応や品質向上のために記録し 
活巧させていただいております。 

なお、内容によっては、当社の販売会社等から回答させていただくことび適切と判断 
した場合には、必要な範囲で情報を開示し、当該販売会社等からお客さまにご連絡を 
とらせていただく場合もございますので、あらかじめご了承ください。 

当社における個人情報の取り扱いの詳細については、曰産自動車ホームページ 
( http :// www . nissan . co . jp ) にて掲載しています。 

日産自動車株式会社 

干 220-8686 巧票 j II 県横巧巿西区高島一 T 目1ま1号 


本ナビゲーシヨンシステムは、曰産自動車株式会社向けに、バイオニア株式会社び開発'製造しています。 
お問い合わせは、「日産自動車株式会社お客さま相談室」へお願いいたします。 
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